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こ
れ
ま
で
の
歩
み

　
「
ふ
る
さ
と
な
か
ま 
遠
賀
川
か

わ
ま
ち
づ
く
り
」
事
業
は
、
平
成

30
年
3
月
、
自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
、商
工
会
議
所
、学
校
関
係
者
、

行
政
な
ど
が
連
携
し
、「
遠
賀
川

か
わ
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」

を
設
立
し
た
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
同
年
5
月
に
は
作
業
部
会
を
立

ち
上
げ
、
合
計
20
回
を
超
え
る
協

議
・
検
討
や
社
会
実
験
を
重
ね
な

が
ら
、
遠
賀
川
河
川
敷
の
整
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

快
適
に
利
用
で
き
る
空
間
へ
と

生
ま
れ
変
わ
っ
た
遠
賀
川
河
川
敷

を
有
効
に
活
用
し
、
今
後
も
市
の

魅
力
向
上
と
、
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ

い
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

↑３月 22 日に市役所前河川敷で行われた「ふるさとなかま 遠賀川かわまちづくり」事業
の整備完成式典。左から、鶴

つ る ば や し

林大
た い が

我県議会議員、中
な か の

野勝
か つ ひ ろ

寛市議会議長、福田健次市長、国
土交通省九州地方整備局 遠賀川河川事務所 今

い ま い

井勝
か つ い ち

一所長、自由民主党副総裁 麻
あ そ う

生太
た ろ う

郎
衆議院議員 代理 佐

さ と う

藤正
ま さ の り

典秘書、中間商工会議所 日
ひ だ か

高教
の り お

夫会頭

中島

中間市役所

船着き場

中間大橋

遠賀橋

遠賀川水源地ポンプ室

↑３月22日に第２グラウンドで行われた「なかま春祭り」の花火大会。

↑市役所前の芝生広場。堆積した土砂を撤去して芝生も張り替え、日常
の憩いやさまざまなイベントに活用できます。

03
04

05

02 01

↑遠賀橋の下は、日よけや雨宿りに
利用できるように簡易舗装しました。

市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
、
中
間
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
遠
賀
川
河
川
敷
。

今
年
3
月
、「
ふ
る
さ
と
な
か
ま  

遠
賀
川
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
事
業
に
よ
る
一
連
の
整
備
が
完
了
し
、

さ
ら
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
空
間
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

遊
び
場
や
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
み
が
広
が
る
河
川
敷
の
新
た
な
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

●
問
合
先　
企
画
課　
☎（
２
４
６
）６
２
３
４

←第２グラウンドの一角
に、イベントなどで利用
できるステージ土台を整
備しました。土台には
黒板塗装を施しており、
チョークで絵や文字を
描いて楽しむこともでき
ます。

↑大規模イベント時の駐車スペース
などに利用されます。

第３グラウンド04
SPOT

↑市役所前の河川敷から中間大橋付近まで、全
長約２kmの遊歩道を整備。従来より幅が広が
り、より歩きやすくなりました。

なかま・
フェニックスロード05

SPOT

第２グラウンド03
SPOT

舗装スペース02
SPOT

↑芝生を張り替え、今後はデイキャ
ンプ場として活用する予定です。

第１グラウンド01
SPOT
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新１年生へ安心の贈り物３／23
～防犯ブザー贈呈、節目の10回目～

　中間市防犯協会が、地域の子どもたちの安全を願い、
市内小学校へ入学する新１年生に防犯ブザー256個を贈
りました。今年で10回目となる取り組みです。
　市役所で行われた贈呈式では、影

かげた に

谷和
かずひ さ

久会長と高
たかやなぎ

柳み
さ江

え

事務局長から蔵
くらも と

元洋
ようい ち

一教育長へ目録が渡されました。
　影谷会長は「子どもたちが防犯ブザーをしっかり活用で
きるよう、使い方の指導をお願いしたい」と話しました。 左から、高柳事務局長、影谷会長、蔵元教育長

１２ 昼夜で魅せる桜景色

　「筑前中間さくら祭」が、３月19日から４月５日まで
桜の名所として親しまれる垣生公園で開催されました。
約千本の桜が咲き誇り、昼は穏やかな春の景色、夜は
提灯や鞠

まり が た た け と う ろ う

型竹灯籠が幻想的な雰囲気を演出。
　３月27日から３日間、NPO法人中間市地域活性化協
議会による「さくらイルミネーション」（写真＝２）が開催され、
約１万人が来場。光に彩られた桜が来場者を魅了しました。

３／ 19
～４／５ ～市の三大祭り「筑前中間さくら祭」～

「灯りの消えないまち」へ

　市は、トライポッド・デザイン株式会社と「地域活性
化の推進等の包括連携に関する協定書」を締結しました。
　この協定により、土や水、植物などの自然物から微小
な電気を収集する「超小集電」の技術と知見を生かしな
がら、市民生活の質の向上と持続可能な地域社会の実
現を目指します。福田市長は「灯りの消えないまちの実
現に向け、共に協力していきたい」と話しました。

３／ 26
～先端技術で新たな価値の創出～

１ ２

中学生発、まち歩きでSDGs

　中間南中学校の生徒が考案・プロデュースしたデジタル
スタンプラリーに、約300人が参加し、市内を巡りました。
　この催しは、市内のSDGs活動を広げようと、JR九州主
催のウォーキングと連携して実施されたもので、今年で２
回目です。市内８カ所のチェックポイントでは、SDGs 活動
に関するクイズを出題。参加者は歩きながら楽しく学び、
中学生の発想がまちに新たなにぎわいを生み出しました。

３／ 28
～南中の生徒が学びとにぎわい創出～

1_JR 中間駅で参加者を案内する南中
学校の生徒たち。初参加の吉

よ し む ら

村和
わ た る

航
さん（1 年・写真＝左から1 人目）は「昨
年よりクイズ文を短くするなど工夫しま
した。多くの人に参加してもらえてうれ
しいです」と笑顔で話しました。
2_ チェックポイントの惣社宮で参加者
に対応する生徒たち。丁寧な案内で参
加者を迎えました。　3・4_ クイズに
正解すると、スマートフォンの専用アプ
リにスタンプを獲得できる仕組み。
5_ ゴールの地域交流センターでスタ
ンプを確認する生徒たち。参加者には
景品が贈られました。

２３

５

４

１

東京ステーションホテルでの協定式の様子。写真左は
トライポッド・デザイン株式会社の中

な か が わ

川聰
さとし

代表取締役　

姉のアンジェリカさんはクリスマスプレゼントをもらった喜び
を、弟のランドンさんは家族で山頂にたどり着いた喜びを表現。

182 点から金賞・佳作

　令和７年度福岡県子ども会「笑顔の図画コンクール」で
姉のトンプソン　アンジェリカさん（写真＝左。中間小学校
６年）が金賞を、弟のトンプソン　ランドンさん（写真＝右。
同小３年）が佳作を受賞し、福田健次市長に喜びを報告。
　絵の工夫について、姉は「折り紙を細かくちぎって貼り、
カラフルになるよう全部の色を使うようにした」と、弟は「顔
や口を大きく描いて笑顔を表現した」と笑顔で話しました。

３／ 25
～図画コンクール兄弟そろって受賞～1_ 株式会社ダック技建の徳

と く な が

永
明
あ き ひ こ

彦代表取締役（写真＝右）
2_ 株式会社ベガホールディ
ングス・株式会社カームワー
クスの竹

た け も り

森広
ひ ろ き

樹代表取締役（
写真＝右）

３_ 日興建設株式会社安全協力会
の窪

く ぼ た

田武
た け し

司会長（写真＝右）は「子
どもたちの健全育成の一助にな
ればとの思いから寄付しました」
と話しました。

心温かい支援に感謝

【企業版ふるさと納税による寄付】
　令和７年度の企業版ふるさと納税により、民間企
業（写真１・２の企業３社と株式会社福一不動産ほか）
５社から本市へ総額510万円の寄付があり、各企業に
対し感謝状を贈呈しました。
　寄付金は、本市の掲げる中間市デジタル田園都市
構想推進事業を通じ、地域の活性化や課題解決に向
けた取り組みに活用します。

【子どもの福祉と子育て支援充実を願い寄付】
　日興建設株式会社安全協力会から本市へ 155
万円の寄付があり、感謝状を贈呈しました。
　この寄付は、日興建設株式会社のビジネスパ
ートナーである安全協力会のメンバーの協力に
より集められたもので、子どもの福祉や子育て支
援の充実に役立ててほしいとの思いが込められて
います。
　寄付金は、その意向を踏まえ、本市の関連事
業に活用します。
　これらの温かい支援に心から感謝します。

３／ 30
～本市へ総額665万円の寄付～

１

２

３
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市税
43億2,112万円
（20.2%） 使用料・手数料

１億8,138万円
（0.8％）

寄附金
３億3,100万円
（1.6%）

諸収入・繰入金など
15億7,859万円
（7.4%）

国庫支出金
46億5,292万円
（21.7%）

地方交付税
56億7,866万円
（26.5%）

県支出金
17億5,921万円
（8.2%）

市債
14億1,020万円
（6.6%）

地方譲与税など
３億5,112万円
（1.7%）

地方消費税交付金
10億6,425万円
（5.0%）

財産収入
3,797万円
（0.2％）

分担金・負担金
2,697万円
（0.1％）

自主財源
（30.3％）

依存財源
（69.7％）

　

昨
今
の
世
界
情
勢
の
変
化
な
ど
に
起

因
す
る
長
期
的
な
物
価
高
が
経
済
や
家

計
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
中

で
、
本
市
に
お
い
て
も
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
安
心
し
て
生
活
を
営
ん
で
い
た
だ

く
た
め
の
支
援
と
し
て
、
引
き
続
き
物

価
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
の
施
策
を
実

施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

令
和
８
年
度
当
初
予
算
で
は
、
物
価

高
騰
な
ど
へ
の
対
応
と
し
て
、
地
域
経

済
の
下
支
え
と
市
民
の
皆
さ
ま
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
が
で
き
る
よ
う
な
施
策

を
展
開
し
、
安
全
で
安
心
な
市
民
生
活

を
営
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
支
援
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
収
支

均
衡
を
重
視
し
た
予
算
編
成
か
ら
、
未

来
へ
の
投
資
と
し
て
本
市
の
発
展
に
つ

な
が
る
事
業
に
よ
り
重
点
を
置
い
た
予

算
編
成
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
主
な
事
業
で
す
が
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
地
域
ポ
イ
ン
ト

制
度
を
整
備
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活

動
へ
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
な
ど
に
よ
り
、
地

域
活
動
の
参
画
を
促
す
縁
タ
メ
シ
テ
ィ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

物
価
高
騰
と
地
域
経
済
対
策
と
し
て

は
、
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
中
間
商

工
会
議
所
が
実
施
す
る
30
％
の
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
紙
商
品
券
と
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
デ

ジ
タ
ル
商
品
券
事
業
を
補
助
し
ま
す
。

　

子
育
て
分
野
と
し
て
は
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
第
３
子

以
降
の
保
育
料
を
県
の
補
助
対
象
外
で

あ
る
幼
稚
園
分
も
含
め
無
償
化
し
ま
す
。

　

教
育
施
策
と
し
て
は
、
継
続
的
に
続

く
物
価
高
騰
に
よ
る
児
童
生
徒
の
保
護

者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

学
校
給
食
費
を
無
償
と
し
ま
す
。

　

住
宅
施
策
と
し
て
は
、
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
き
、
岩
瀬
東
団
地
な
ど
の
外

壁
改
修
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
快

適
な
住
環
境
を
創
出
し
て
い
き
ま
す
。

　

交
通
施
策
と
し
て
は
、
多
様
な
移
動

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
化
し
、

利
便
性
を
高
め
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
安
心
し
て

生
活
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
施
策
の
実
施

と
、「
将
来
世
代
に
過
度
な
負
担
を
負
わ

せ
な
い
」
市
政
運
営
の
両
立
を
目
指
し
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
間
市
長

令
和
８
年
度
会
計
別
予
算
額

　
特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、
特
定
の
歳
入
・
歳
出
を
一

般
会
計
と
区
分
し
て
経
理
す
る
た
め
の
会
計
で
す
。

　
中
間
市
に
は
４
つ
の
特
別
会
計
と
水
道
・
公
共
下
水
道
の
企
業
会
計
が
あ
り

ま
す
。
す
べ
て
の
会
計
で
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
行
い
、
市
民
が
誇
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

本年度予算が、３月定例市議会で可決
されましたのでお知らせします。

令
和
８
年
度
予
算
概
要

　

予
算
の
規
模
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
が

213
億
９
３
３
９
万
円
で
前
年
度
と
比
較
し
て

12.3
％
の
増
額
、一
般
会
計
と
特
別
会
計
、企
業

会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
は
、
386
億
９
９
８
１
万

円
で
6.7
％
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
額
が
増
え
た
要
因
は
、
給
与
改
定
に

伴
う
人
件
費
の
増
加
や
市
民
会
館
空
調
機

の
更
新
を
は
じ
め
と
す
る
普
通
建
設
事
業

費
な
ど
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

本
市
は
、
平
成
27
年
度
以
降
慢
性
的
な

財
源
不
足
に
陥
り
、
財
政
調
整
基
金
な
ど
の

繰
り
入
れ
に
よ
り
補
う
状
況
が
続
い
た
結
果
、

令
和
元
年
度
末
に
は
財
政
調
整
基
金
残
高
が

約
１
億
３
千
万
円
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
財
政
構
造
改
革
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
令
和
２
年
度
以
降
は
、
財
政

調
整
基
金
の
積
み
立
て
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
ふ
る
さ
と
納
税
を
は
じ
め
と

す
る
臨
時
的
収
入
や
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
給

付
費
の
減
少
な
ど
単
年
度
的
な
要
因
に
支

え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
こ
れ
ま
で
収
支

均
衡
を
重
視
し
た
予
算
編
成
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
令
和
８
年
度
予
算
で
は
、
従
来
の
方

針
を
転
換
し
、
本
市
の
発
展
に
つ
な
が
る
事

業
に
重
点
を
置
い
た
編
成
と
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
持
続
可
能
な
市
政
運
営
を
行

う
た
め
に
、
今
後
は
長
期
的
な
視
点
に
基

づ
き
収
支
均
衡
の
取
れ
た
予
算
編
成
と
な

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【一般会計】

【用語の解説】

●�自主財源と依存財源
　�自主財源は、市税や公共施設の使用料など市が

自ら集めることができるお金です。依存財源は、
国や県から配られるお金で、地方交付税や国庫
支出金が代表です。独自の施策を行っていくた
めには、自主財源を確保することが重要です。

●�義務的経費と投資的経費
　�自治体の歳出は、義務的経費、投資的経費、そ

の他の経費の 3 つに分けられます。義務的経費
には生活困窮者や障がい者を支援する扶助費、
借金の返済に使われる公債費、職員や議員の人
件費があり、支出が義務付けられ自由に減らすこ
とができません。投資的経費は、将来に向けた
支出で、道路や学校などのインフラ整備を行う
普通建設事業が代表です。

令和８年度　予算
●問合先　財政課
　☎（２４６）６２３６会計名 令和８年度 令和７年度

一般会計 213 億 9,339 万円 190 億 4,516 万円
特別会計 109 億 143 万円 107 億 5,653 万円

国民健康保険事業 44 億 4,692 万円 46 億 1,432 万円
住宅新築資金等（※） ー 74 万円
公共用地先行取得 10 万円 10 万円
介護保険事業 53 億 3,960 万円 51 億 3,444 万円
　　 保険事業勘定 53 億 592 万円 50 億 9,892 万円
　　 サービス事業勘定 3,368 万円 3,552 万円
後期高齢者医療 11 億 1,481 万円 10 億 693 万円

企業会計 64 億 499 万円 64 億 5,890 万円
水道事業 29 億 8,004 万円 35 億 2,899 万円
公共下水道事業 34 億 2,495 万円 29 億 2,991 万円

　　　合　　　計 386 億 9,981万円 362 億 6,059 万円

令和８年度会計別予算額

※住宅新築資金等特別会計は令和７年度をもって閉鎖となりました。

普通建設
事業費

19億9,272万円
（9.3%）

扶助費
69億5,536万円
（32.5%）

公債費
９億8,933万円
（4.6%）

繰出金
24億1,226万円
（11.3%）

予備費
5,000万円
（0.2%）

積立金
２億4,956万円
（1.2%）

維持補修費
8,996万円
（0.4%）

災害復旧事業費
130万円
（0.0％）

物件費
23億365万円
（10.8%）

貸付金
3,104万円
（0.1%）

義務的経費
（56.0％）

投資的
経費

（9.3％）

その他の経費
（34.7％）

人件費
40億3,761万円
（18.9%）

補助費等
22億8,060万円
（10.7%）

歳入

歳入・歳出  213 億 9,339 万円

歳出
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中間市役所

【開庁日時】
 土曜・日曜日、祝日、年末年始
 （12月29日～１月３日）を除く
 8 時 30 分～17 時 15 分

市ホーム
ページ FacebookInstagramLINE

友だち追加
X

（旧 Twitter） TikTok 　
中
間
市
は
高
齢
化
率
が
38.２
％
と

県
平
均
と
比
較
し
て
高
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
元
気
に
い
き

い
き
と
暮
ら
し
、
子
ど
も
た
ち
や

若
い
世
代
と
と
も
に
、
安
心
し
て

快
適
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
ま
ず
、
移
動
手
段
の
確
保
に
向

け
て
、
現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
新
た
に

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
導
入

す
る
こ
と
で
利
便
性
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
予
防
接
種
事
業
や

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
、
介

護
予
防
事
業
、
認
知
症
カ
フ
ェ
の

運
営
、
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
支

援
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
取
り

組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
第
3
子
以
降
の
保

育
料
無
償
化
な
ど
、
子
育
て
世
代

　

市
の
財
政
は
、
少
し
ず
つ
回

復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
い
ま

だ
十
分
に
自
立
し
た
状
態
に
あ

る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
地
域
経

済
の
基
盤
強
化
が
不
可
欠
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
新
た
な
企
業
や
ラ

ボ
な
ど
の
研
究
施
設
の
誘
致
、
各

種
経
済
対
策
を
積
極
的
に
推
進

し
、
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立

を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、市
の
取
り
組
み
に
共
感
し
、

協
力
す
る
民
間
企
業
が
増
え
て
お

り
、関
係
人
口
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
連
携
を
活
か
し
な
が

ら
、「
な
か
ま
焼
」
な
ど
新
た
な

文
化
・
産
業
の
創
出
や
特
産
品
の

開
発
を
進
め
、
地
域
の
魅
力
向
上

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
通
貨
の
活
用
に

よ
る
地
域
活
動
推
進
や
経
済
の
活

性
化
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
加
え
て
、
遠
賀
川
を
活
用
し
た

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
に
よ
り
、
交

流
人
口
の
増
加
を
図
り
、
地
域
全

教
育
環
境
に
十
分
に
配
慮
し
な
が

ら
進
め
、
同
時
に
基
礎
学
力
や
人

権
教
育
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
デ

ジ
タ
ル
教
育
を
は
じ
め
、
英
語
教

育
、
運
動
機
会
の
創
出
、
探
究
学

習
な
ど
、
多
様
な
学
び
の
機
会
を

提
供
し
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の

選
択
肢
を
広
げ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
令
和
７
年
度
の
２
学
期

か
ら
小
・
中
学
生
全
て
で
給
食
費
負

担
軽
減
事
業（
無
償
化
）を
実
施
し
、

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
10
年
4
月
の
中
学
校
再
編

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
が
、
新
校

舎
の
整
備
は
、
市
の
財
政
状
況
を

踏
ま
え
、
慎
重
か
つ
計
画
的
に
検

討
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
財
政
の
健
全
性
を
確

保
し
つ
つ
地
域
経
済
の
発
展
を
図

り
、
教
育
の
質
の
向
上
と
あ
わ
せ

て
、
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能

な
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

夢
が
か
な
う
ま
ち
の
実
現
へ
―
―

中
間
市
の
未
来
に
向
け
て

中
間
市
の
未
来
に
向
け
て

　
市
で
は
第
５
次
総
合
計
画
を
策
定
し
、
新
た
な
未
来
へ
の
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
予
算
も
、
そ
の
方
向
性
を
踏
ま
え
、「
夢
が
か
な
う

ま
ち
」の
実
現
に
向
け
て
編
成
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
実
現
に
は
予
算
だ
け
で
な
く
、
市
民
、
地
域
、
企
業
の
皆

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
進
め
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
、
中
間
市
の
未
来
を
築
く
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

02
賑わいと
元気を広げるまち

●問合先　市長公室　☎（２４６）６２３３

経済

体
の
に
ぎ

わ
い
と
活
力
を

創
出
し
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
公
共
施
設

の
整
備
も
着
実
に
進
め
ま

す
。
あ
わ
せ
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
広
場
や
中
鶴
市
営
住

宅
跡
地
に
つ
い
て
も
、
中

間
市
の
未
来
へ
つ
な
が
る

利
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
進
む
中
、

子
ど
も
た
ち
の
数
も
減

少
し
て
お
り
、
教
育
環
境

の
充
実
は
ま
す
ま
す
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち

一
人
一
人
が
将
来
に
希
望

を
持
ち
、
可
能
性
を
広
げ

な
が
ら
成
長
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

現
在
進
め
て
い
る
小
・

中
学
校
の
再
編
は
、

へ
の
支
援
に
つ
い
て
も

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

防
災
対
策
は
、
警
察

と
の
連
携
は
も
と
よ
り
、

全
国
の
民
間
企
業
な
ど

と
50
件
以
上
の
災
害
時

協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

引
き
続
き
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

〇健やか育成課健康係…ハピネスなかま別館内　〇こども家庭センター…ハピネスなかま本館内　
〇生涯学習課社会教育係・スポーツ振興係・公民館係（中央公民館）…生涯学習課仮事務所（旧保健センター）

出先機関
のご案内

　

安
全
で
清
潔
な
水
は
、
国
民

生
活
や
経
済
活
動
、
都
市
機
能

の
維
持
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

良
質
な
水
道
水
を
安
定
し
て

供
給
す
る
こ
と
は
水
道
事
業
者

の
使
命
で
す
。

　

水
道
週
間
は
、
水
道
に
つ
い

て
の
理
解
と
関
心
を
高
め
て
も

ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。

　

期
間
中
は
、
上
水
道
課
で
花

の
種
と
蛇
口
の
パ
ッ
キ
ン
を
無

料
に
て
数
量
限
定
、
先
着
順
で

配
布
し
ま
す
。

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に　

　

協
力
し
て
く
だ
さ
い

　

家
庭
の
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、

有
効
期
限
が
８
年
間
と
定
め
ら

れ
て
お
り
、
期
限
が
満
了
す
る

も
の
は
無
料
で
交
換
し
ま
す
。

　

対
象
世
帯
に
は
、
事
前
に
委

託
業
者
が
「
メ
ー
タ
ー
交
換
の

お
知
ら
せ
」
を
配
布
し
、
交
換

後
は
「
メ
ー
タ
ー
交
換
終
了
の

お
知
ら
せ
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

交
換
直
後
は
、
一
時
的
に
濁

り
水
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
水
を
少
し
流
し
て
か
ら
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
浄
水
場
の
見
学
は
休
止
中

　

例
年
実
施
し
て
い
る
唐
戸

浄
水
場
と
西
部
浄
水
場
の
施

設
見
学
は
、
現
在
、
両
施
設

と
も
改
修
工
事
中
の
た
め
休

止
し
て
い
ま
す
。

６月１日🈷～７日日は水道週間
●問合先　上水道課　☎（２４６）６２６４

　

中
間
市
水
道
事
業
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
安
全
で
安

心
な
水
道
水
を
、
で
き
る
限

り
安
価
に
提
供
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。
現
在
の
水

道
料
金
は
、
県
内
で
も
２
番

目
に
低
い
水
準
で
す
。

　

し
か
し
、
昨
年
９
月
発
行

の
広
報
な
か
ま
で
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
、
老
朽
化
し
た

設
備
の
更
新
費
用
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、
令
和
６
年
度

は
昭
和
57
年
の
料
金
改
定
以

来
、
初
め
て
経
常
収
支
で
赤

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
、
８
年
度
も

赤
字
が
続
く
見
込
み
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
７
年
12
月

議
会
に
44
年
ぶ
り
と
な
る
水
道

料
金
の
改
定
に
関
す
る
議
案
提

出
を
検
討
し
ま
し
た
が
、
市
民

生
活
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
実

施
を
１
年
延
期
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
、

水
道
水
を
つ
く
る
た
め
の
費

用
の
確
保
に
も
支
障
を
来
す

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
将
来
に

わ
た
り
安
定
し
て
水
道
水
を

供
給
し
て
い
く
た
め
、
料
金
の

見
直
し
が
必
要
な
状
況
で
す
。

　

今
後
の
具
体
的
な
内
容

は
、
順
次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

水道料金に関するお知らせ
●問合先　上水道課　☎（２４６）６２６４

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

01
福
祉

03
未
来
の
人
材
を
育
て
る
ま
ち

　

消
防
職
員
は
、
安
全
に
消
防

活
動
を
行
う
た
め
、
6
月
1
日

🈷
か
ら
サ
ン
グ
ラ
ス
を
着
用

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

　

消
防
職
員
は
、
火
災
や
救
急

な
ど
の
出
動
の
ほ
か
、
日
頃
の

訓
練
や
設
備
の
点
検
を
行
い
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心

を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
中
で
、
消

防
車
や
救
急
車
の
運
転
時
（
緊

急
走
行
時
を
含
む
）
や
災
害
現

場
、
訓
練
時
の
活
動
に
お
い

て
、
強
い
日
差
し
や
太
陽
光
の

反
射
に
よ
り
、
前
方
が
見
え
に

く
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
強
い
日
差
し
な

ど
の
状
況
下
に
お
い
て
は
、
職

員
の
目
を
保
護
し
、
安
全
確
認

を
確
実
に
行
う
た
め
、
サ
ン
グ

ラ
ス
を
着
用
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

サ
ン
グ
ラ
ス
の
着
用
は
、
視

認
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
あ
り
、
見
た
目

や
威
圧
感
を
意
図
し
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

寄
り
添
い
、
安
全
・
安
心
な
消

防
活
動
に
努
め
ま
す
。

６月１日から、安全確保のため消防職員がサングラスを着用します
●問合先　消防本部警防課　☎（２４５）０９０１

↑はしご車の上部を指さし確認する消防
職員。強い日差しの中、サングラスを着
用して視認性を確保。

教
育
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KBC テレビの地上デジタル・データ放送で
中間市のお知らせを発信しています。KBC
でリモコンのｄボタンを押してください。

KBC「ｄボタン広報誌」で情報発信中
2

1KBC テレビの地上デジタル・データ放送で
中間市のお知らせを発信しています。KBC
でリモコンのｄボタンを押してください。

KBC「ｄボタン広報誌」で情報発信中
2

1

中間市役所

【開庁日時】
 土曜・日曜日、祝日、年末年始
 （12月29日～１月３日）を除く
 8 時 30 分～17 時 15 分

市ホーム
ページ FacebookInstagramLINE

友だち追加
X

（旧 Twitter） TikTok

生活が困難な人が自立した生活を行えるよう相談に応じます。
●��受付　月曜日〜金曜日・９時〜17 時
●�場所　ハピネスなかま本館
●問合先　市民生活相談センター　☎（２４６）１０３０

市 民 生 活 相 談

行政への苦情・要望などの相談に応じます。予約は不要です。
●�日時　６月６日土 、20 日土・15 時〜17 時
●場所　ハピネスなかま本館
●問合先　企画課　☎（２４６）６２７１

行 政 相 談

法律の悩みを弁護士に相談できます。定員は６人です。
前日までに窓口で予約してください。
●日時　６月６日土、19 日金・15 時〜17 時
●場所　ハピネスなかま本館
●問合先　中間市社会福祉協議会　☎（２４４）１２３０

心 配 ご と 相 談

子どもの養育など児童に関する相談をお受けします。
●��受付　月曜日〜金曜日・９時〜17 時
●�問合先　こども家庭センター家庭児童相談係（ハピネス
　　　　　なかま本館）　☎（２４６）３５１５

家 庭 児 童 相 談

悪質商法やインターネットのトラブルなどの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・９時〜 16 時 30 分
●場所　商工観光課（市役所別館２階）
●問合先　消費生活センター　☎（２４６）５１１０

消 費 者 相 談

交通事故のトラブルなどについて、専門の相談員が応じます。
●������日時　７月９日木・10 時〜16 時（２日前までに電話予約）
●場所　ハピネスなかま本館
●申込・問合先　福岡県交通事故相談所　☎ 092（643）3168

県巡回交通事故相談

●�受付　月曜日～金曜日・８時 30 分～17 時15 分
●場所・問合先　人権センター　☎（２４５）７８０１

女性のための悩みごと相談

●�日時　５月 22 日金・10 時〜16 時
●場所　地域交流センター　●対象　15 ～ 49 歳
●申込・問合先　北九州若者サポステ　☎０９３（５１２）１８７１

若者の就労に関する相談

補聴器相談
●�日時・場所
○第１火曜日・第３月曜日・13 時～14 時…福祉支援課
○第１火曜日・14 時 30 分～15 時 30 分…ハピネスなかま本館
身体障がい者福祉相談
●受付　毎月第２日曜日・10 時～正午
●場所　ハピネスなかま本館
いずれも　
●問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

補聴器相談・身体障がい者福祉相談

　なかま夢応援奨学金の贈呈式が３月 25 日、
市役所で行われ、今年４月に大学生となる３
人に奨学金が贈られました。
　この奨学金は、令和４年に株式会社ハヤシ
代表取締役社長の林

はやし

聖
き よ く に

邦さんと、故・水
み ず ま ち

町
信
の ぶ や す

泰さんの寄付金２千万円をもとに創設され
た返済不要の給付型です。今年で 3 期生とな
る 3 人には、100 万円ずつ給付されます。
　林さんは「大学生活では、目標を持ってがん
ばってください」と話し、夢に向かって踏み出
す学生たちにエールを送りました。
　なお、林さんと水町さんの妻・水

み ず ま ち

町由
ゆ み こ

美子さ
んからは、20 期まで継続したいとの思いから、
今年もさらに 100 万円ずつ、合計 200 万円を
上乗せ寄付していただきました。

学生に「なかま夢応援奨学金」を贈呈

なかまNewTopic

国の企業向け統計調査にご協力を
●問合先　財政課　☎（２４６）６２３６

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
で
は
、

６
月
１
日
を
調
査
日
と
し
て
、

全
て
の
事
業
所
・
企
業
を
対
象

に
「
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
産
業
構
造
や

経
済
活
動
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
国
の
重
要
な
統
計
調
査
で
、

５
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

結
果
は
、
国
や
自
治
体
の
施

策
立
案
、
地
域
産
業
の
振
興
な

ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

回
答
内
容
は
、
統
計
作
成
以

外
の
目
的
で
使
用
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
の
対
象

と
な
る
事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

将
来
の
夢
を
実

現
す
る
た
め
に
返

済
不
要
の
給
付
型

奨
学
金
を
活
用
し
て
大
学
に
進

学
し
ま
せ
ん
か
。

　

課
題
レ
ポ
ー
ト
や
面
接
な
ど

で
奨
学
生
を
選
考
し
、
100
万
円

を
一
括
し
て
給
付
し
ま
す
。

●
対

象

　

次
の
全
て
に
あ
て
は
ま
る
人

〇
令
和
８
年
度
末
に
高
校
を

卒
業
し
、
令
和
９
年
度
に
４

年
制
以
上
の
大
学
に
進
学

す
る
人

〇
保
護
者
を
含
め
、
申
請
時
点

で
５
年
以
上
の
市
内
在
住
者

〇
日
本
学
生
支
援
機
構
の
給
付

型
奨
学
金
の
申
請
者

●
募
集
人
数　
３
人

※
日
本
学
生
支
援
機
構
給
付
型

奨
学
金
採
用
候
補
者
か
ら
選
考

●
申
込
書
類

　

次
の
全
て
の
書
類
を
提
出

〇
な
か
ま
夢
応
援
奨
学
金
給
付

申
請
書（
兼
同
意
書
）

〇
誓
約
書

〇
日
本
学
生
支
援
機
構
給
付
型

奨
学
金
の
申
請
書
類（
写
し
）

●
申
込
方
法　
窓
口
、
郵
送

●
申
込
締
切　

８
月
31
日
🈷
・

当
日
消
印
有
効

●
申
込
先　

　

学
校
教
育
課（
〒
809
‐
８
５
０
１

中
間
一
丁
目
１
‐
１
）

なかま夢応援奨学金の募集
●問合先　学校教育課　☎（２４６）６２２２

　

健
康
診
査

　

対
象
者
に
は
４
月
下
旬
に

受
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
75
歳
に
な
る
人
は
、

誕
生
月
の
10
日
ご
ろ
に
送
付

し
ま
す
。

●
対

象

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

※
長
期
入
院
や
一
部
の
施
設
入

所
者
を
除
き
ま
す
。

●
受
診
期
限

　

令
和
９
年
３
月
31
日
水

●
料

金　

500
円

●
受
診
方
法

〇
医
療
機
関
…
か
か
り
つ
け
医

な
ど
に
問
い
合
わ
せ

〇
集
団
健
診
…
健
や
か
育
成
課

健
康
係
に
問
い
合
わ
せ

　

☎（
２
４
６
）１
６
１
１

　

歯
科
健
診

　

対
象
者
に
は
５
月
下
旬
に
受

診
券
を
送
付
し
ま
す
。
同
封
の

歯
科
医
院
一
覧
表
で
確
認
の

上
、
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対

象　

今
年
度
に
76
～
80

歳
に
な
る
人

※
長
期
入
院
や
一
部
の
施
設
入

所
者
を
除
き
ま
す
。

●
受
診
期
間　
６
月
～
12
月

●
料

金　

300
円

　

い
ず
れ
も

●
持
ち
物　
マ
イ
ナ
保
険
証
か

資
格
確
認
書
の
い
ず
れ
か
と

受
診
票（
券
）

後期高齢者の健康診査・歯科健診
●問合先　福岡県後期高齢者医療広域連合　☎０９２（６５１）３１１１

〇健やか育成課健康係…ハピネスなかま別館内　〇こども家庭センター…ハピネスなかま本館内　
〇生涯学習課社会教育係・スポーツ振興係・公民館係（中央公民館）…生涯学習課仮事務所（旧保健センター）

出先機関
のご案内

左から、林さん、水町さん、
福田市長

　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座　
　

 

　
（
入
門
課
程
）

　

日
常
生
活
に
必
要
な
手
話

の
表
現
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

●
日

時　

　

６
月
24
日
～
12
月
２
日
の
毎

週
水
曜
日（
祝
日
を
除
く
全

23
回
）・
19
時
～
21
時

●
場

所　
　

　

遠
賀
町
中
央
公
民
館（
遠
賀

町
今
古
賀
513
）

●
対

象　
市
内
・
遠
賀
郡
在

住
、
在
勤
者

●
定

員　
20
人
程
度

●
料

金

　
３
３
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

●
申
込
締
切　
６
月
３
日
水

　
視
覚
障
が
い
者
の
生
活
訓
練

　

自
宅
で
の
歩
行
訓
練（
手
引

き
歩
行
、
白
杖
歩
行
）や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
訓
練（
点
字
、

パ
ソ
コ
ン
）な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

場
所
は
訓
練
士
と
話
し
合
い

の
上
で
決
ま
り
ま
す
。

●
対

象

　
市
内
在
住
の
視
覚
障
が
い
者

●
訓
練
期
間

　
週
１
回
で
３
～
６
カ
月
程
度

●
募
集
人
数　
２
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
緊
急

度
の
高
い
人
を
優
先
し
ま
す
。

●
申
込
締
切　
５
月
22
日
金

　

い
ず
れ
も

●
申
込
方
法　
窓
口

障がい者への理解を深めませんか
●申込・問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

　

市
で
は
、
中
間
市
第
８
期
障

害
福
祉
計
画
と
第
４
期
障
害

児
福
祉
計
画
の
策
定
に
向
け
、

委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

　

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
反
映
す
る
た
め
、
委
員
を

募
集
し
ま
す
。選
考
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格

〇
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

〇
平
日
の
日
中
に
行
わ
れ
る
会

議
に
参
加
可
能
な
人

※
会
議
は
全
４
回
予
定

●
任

期

　
委
嘱
日
～
令
和
９
年
３
月

●
募
集
人
数　

１
人
程
度

●
報

酬　

　
４
２
０
０
円（
日
額
）

●
応
募
方
法　
窓
口
、
郵
送

※
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
必
要
事
項　

住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、「
障
害
者（
児
）

福
祉
に
望
ま
れ
る
こ
と
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
小
論
文（
800

字
以
上
１
２
０
０
字
以
内
）

※
用
紙
の
様
式
は
自
由
。
応
募

に
要
す
る
諸
費
用
は
本
人
負
担

●
申
込
締
切　
６
月
１
日
🈷

●
申
込
先

　
福
祉
支
援
課（
〒
809
‐
８
５
０
１

中
間
一
丁
目
１
‐
１
）

障害福祉計画などの策定委員を募集
●問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２
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人
権
擁
護
委
員
の
日
に

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

　
人
権
に
関
す
る
相
談
に
、
弁
護

士
・
人
権
擁
護
委
員
が
無
料
で
応

じ
ま
す
。
予
約
不
要
で
す
。

●
日

時

　
６
月
４
日
木
・
10
時
～
15
時

●
場

所　

　
生
涯
学
習
課
仮
事
務
所

●
問
合
先

　
北
九
州
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
☎（
５
６
１
）３
５
４
５

子
育
て
応
援
手
当
の
申
請
は

お
早
め
に

　

18
歳
以
下
の
子
ど
も
を
扶
養

し
て
い
る
世
帯
に
「
物
価
高
対

応
子
育
て
応
援
手
当
」
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

　
児
童
手
当
を
受
給
中
の
人
は
、

原
則
申
請
は
不
要
で
す
が
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は

申
請
が
必
要
で
す
。

●
対

象

〇
令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
令
和

８
年
３
月
31
日
ま
で
に
出
生
し

た
子
ど
も
を
扶
養
し
て
い
る
人

〇
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
公
務
員

●
申
込
締
切　

　
６
月
30
日
火
・
必
着

●
給
付
金
額　

子
ど
も
一
人
当
た

り
２
万
円（
１
回
限
り
）

●
申
込
方
法　
窓
口
・
郵
送

●
そ
の
他　
申
請
用
紙
な
ど
、
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　
こ
ど
も
未
来

課（
〒
809
‐
８
５
０
１
中
間
一
丁

目
１
‐
１
）

　
☎（
２
４
６
）６
２
４
８

市
内
小
中
学
校
の
電
話
機
に

通
話
録
音
装
置
を
導
入

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
通
話
内

容
の
正
確
な
把
握
に
努
め
、
電
話

対
応
の
向
上
や
教
育
指
導
・
支
援

の
充
実
を
図
る
た
め
、
市
内
小
中

学
校
の
電
話
機
の
一
部
に
通
話
録

音
装
置
を
設
置
し
、
４
月
か
ら
試

験
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
児
童
生
徒

や
教
職
員
の
個
人
情
報
を
聞
き
出

そ
う
と
す
る
事
案
の
防
止
や
、
対

応
が
困
難
な
要
求
、
過
度
な
要
望

へ
の
対
策
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　
教
育
総
務
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
２
１

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の

一
時
停
止
（
税
証
明
の
み
）

　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
市
税

証
明
書
（
所
得
（
課
税
）
証
明
書
）

の
み
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を

終
日
停
止
し
ま
す
。

●
利
用
停
止
期
間

　
５
月
29
日
金
～
31
日
日

●
問
合
先　
課
税
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
８

指
名
業
者
登
録
の
受
け
付
け

　
令
和
８
年
度
の
建
設
業
や
測
量

な
ど
の
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書（
市
内
業
者
、
準
市
内
業

者
）の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

●
申
請
方
法

　
市
の
指
定
様
式
を
窓
口
に
提
出

※
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド（
無
料
）か
契
約
課

で
１
部
500
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

●
申
込
期
間

　
６
月
１
日
🈷
～
30
日
火

●
申
込
・
問
合
先　
契
約
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
５
５

あ
す
な
ろ
猫
事
業

（
不
妊
・
去
勢
手
術
の
支
援
）

　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対
し
て

不
妊・去
勢
手
術
を
支
援
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
申
し
込
み
後
の
返
信

メ
ー
ル
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
手
術
実
施
期
間

　
６
月
15
日
🈷
か
ら

●
料

金
（
税
込・１
頭
に
つ
き
）

○
メ
ス
…
１
１
０
０
０
円

○
オ
ス
…
５
５
０
０
円

●
対

象

　
市
内
、
遠
賀
郡
在
住
者

●
持
ち
物　

　
手
術
代
、
手
術
同
意
書

※
ノ
ミ
・
ダ
ニ
駆
除
代
な
ど
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
手
術
数　
140
頭（
予
定
）

●
申
込
期
間　
６
月
１
日
🈷
か
ら

●
申
込
方
法　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

先
着
順

●
問
合
先　
福
岡
県
獣
医
師
会

　
☎
０
９
２（
７
５
１
）４
７
４
９

空
き
家
の
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
（
事
前
予
約
制
）

　

空
き
家
の
相
続
な
ど
や
住
ま
い

の
終
活
に
関
す
る
相
談
会
で
す
。

●
日

時　
６
月
16
日
火
・
10
時

30
分
～
15
時
30
分

●
場

所　

　
市
役
所
本
館
第
２・３
会
議
室

●
対

象　
県
内
に
空
き
家
を
持

っ
て
い
る
人
、
県
内
の
持
ち
家

に
居
住
中
の
人

●
定

員　
最
大
14
組
・
先
着
順

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
締
切　
６
月
12
日
金

●
申
込
・
問
合
先　
福
岡
県
空
き

家
活
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
２（
７
２
６
）６
２
１
０

募
集

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

（
抽
選
方
式
）

　

募
集
対
象
団
地
や
戸
数
、
申

込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
募
集
案

内
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間

　
６
月
４
日
木
～
12
日
金

●
募
集
案
内
書
配
布
場
所

　

市
役
所
案
内
、
都
市
計
画
課
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
県
住
宅

供
給
公
社
北
九
州
管
理
事
務
所

（
八
幡
西
区
西
曲
里
町
２
‐
１

黒
崎
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
５
階
）

※
５
月
28
日
木
か
ら
配
布
し
ま
す
。

●
問
合
先　
県
住
宅
供
給
公
社

　
☎
０
９
２（
７
８
１
）８
０
２
９

ス
ポ
ー
ツ
塾
の

生
徒
募
集
（
未
就
学
児
）

　

跳
び
箱
・
鉄
棒
な
ど
基
礎
的

な
運
動
を
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

●
期

日　
月
曜
日（
月
４
回
）

●
時

間　
16
時
～
17
時

●
料

金　
３
４
０
０
円（
月
額
）

●
対

象　
年
小
～
年
長
児

●
持
ち
物　
飲
み
物
、
運
動
の
で

き
る
服
、
屋
内
靴
、
タ
オ
ル

●
定

員　
10
人

●
申
込
方
法　
窓
口

●
場
所
・
申
込
・
問
合
先

　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）２
８
０
０

お
知
ら
せ

中
央
公
民
館
が

一
時
移
転
し
ま
す

　
中
央
公
民
館
は
現
在
、
な
か
ま

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
業
務
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
同
ホ
ー
ル
の
空

調
工
事
に
伴
い
、
５
月
13
日
水
か

ら
令
和
９
年
３
月
31
日
水
ま
で
、

生
涯
学
習
課
仮
事
務
所（
旧
保
健

セ
ン
タ
ー
）に
移
転
し
ま
す
。

●
生
涯
学
習
課
仮
事
務
所
住
所

　
蓮
花
寺
三
丁
目
１
‐
６

※
中
央
公
民
館
の
電
話
番
号
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　
中
央
公
民
館

　
☎（
２
４
６
）２
３
２
１

家
庭
用
廃
食
用
油

（
て
ん
ぷ
ら
油
）
の
回
収

　
環
境
衛
生
協
議
会
が
家
庭
用
廃

食
用
油
を
回
収
し
ま
す
。

●
回
収
日
時

　
６
月
14
日
日
・
９
時
ま
で

●
場　
所　
各
自
治
公
民
館

※
自
治
会
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
自
治
会
長
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　
６
月
９
日
火

※
締
切
ま
で
に
自
治
会
長
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

〇
家
庭
用
廃
食
用
油
以
外
は
、
持

　
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い

〇
洗
剤
な
ど
が
混
入
し
た
廃
食
用

　
油
は
回
収
し
ま
せ
ん

〇
必
ず
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
容
器
に
入

れ
、
蓋
を
し
っ
か
り
閉
め
て
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
問
合
先　
環
境
保
全
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
６
５

曲
川
を
守
る
会
主
催
の
清
掃

活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
蓮
花
寺
交
差
点
付
近
～
親
水
公

園
の
曲
川
河
川
敷
・
沿
道
の
清
掃

活
動
を
実
施
し
ま
す
。
ご
み
袋
・

火
ば
さ
み
は
貸
し
出
し
ま
す
。

●
日

時　
５
月
24
日
日
・
９
時

～
10
時
30
分（
予
定
）

●
集
合
場
所　
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
裏（
曲
川
沿
い
）

●
問
合
先　
環
境
保
全
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
６
５

都
市
計
画
の
原
案
を

閲
覧
で
き
ま
す

　

北
九
州
都
市
圏
都
市
計
画
用

途
地
域
の
変
更
・
準
防
火
地
域

の
変
更
・
地
区
計
画
の
決
定
の

原
案
を
縦
覧
で
き
ま
す
。
意
見

が
あ
る
場
合
は
、
意
見
書
提
出

期
間
に
意
見
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
期
間
中
に
意
見
書
の
提
出
が

な
い
場
合
は
公
聴
会
を
中
止
し

ま
す
。
開
催
の
有
無
は
、
問
い

合
わ
せ
る
か
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
縦
覧
期
間　
５
月
25
日
🈷
～
６

月
８
日
🈷（
土
日
祝
日
を
除
く
）

●
時

間

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

●
縦
覧
・
意
見
書
配
布
場
所　
市

役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
都

市
計
画
課
、ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
、

人
権
セ
ン
タ
ー
、市
民
図
書
館
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公

民
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
対

象　

市
内
に
在
住
、
通

勤
、
通
学
し
て
い
る
人
、
こ

の
計
画
に
利
害
関
係
の
あ
る

人
ま
た
は
団
体

●
意
見
書
提
出
期
間　
５
月
25
日

🈷
～
６
月
15
日
🈷
・
必
着

●
意
見
書
提
出
方
法　
意
見
書
の

様
式
を
配
布
場
所
か
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
入
手
し
、
窓
口
、
メ

ー
ル
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず

れ
か
で
提
出

●
公
聴
会
開
催
予
定
日
時　

　
６
月
16
日
火
・
19
時
か
ら

●
公
聴
会
開
催
予
定
場
所

　
中
間
市
役
所
別
館
地
下
会
議
室

●
意
見
書
提
出
先
・
問
合
先　

　
都
市
計
画
課（
〒
809
‐
８
５
０
１

中
間
一
丁
目
1
‐
１
）

　
☎（
２
４
６
）６
２
６
１

　
℻（
２
４
４
）１
３
４
２

○
メ
ー
ル
…

　

toshikeikakuka@city.nakama.lg.jp

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
一
斉
訓
練

　
市
内
の
公
共
施
設
な
ど
に
設
置

し
て
い
る
防
災
行
政
無
線
「
な
か

ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無
線
」
を
使
っ

て
全
国
一
斉
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
日

時　
６
月
３
日
水
、
８
月

26
日
水
、
11
月
11
日
水
、
令
和
９

年
２
月
３
日
水
・
11
時
ご
ろ
か
ら

●
問
合
先　

　
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
課

　
☎（
２
４
６
）２
０
１
７

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

撤
去
費
を
補
助
し
ま
す

　
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
所
有
者
に
対
し
て
撤
去
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

●
対
象
工
事　
道
路
に
面
す
る
高

さ
が
１
ｍ
以
上
の
危
険
な
ブ
ロ

ッ
ク
塀
な
ど
を
全
て
ま
た
は
一

部
撤
去
す
る
工
事

●
補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の

３
分
の
２
、
ま
た
は
上
限
額

16
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額

●
申
込
方
法　
窓
口

●
申
込
締
切　
12
月
28
日
🈷

●
申
込
・
問
合
先　
建
設
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
６
０

〇健やか育成課健康係…ハピネスなかま別館内　〇こども家庭センター…ハピネスなかま本館内　
〇生涯学習課社会教育係・スポーツ振興係・公民館係（中央公民館）…生涯学習課仮事務所（旧保健センター）

出先機関
のご案内

文芸歳時記文芸歳時記

コ
ス
モ
ス
愛
句
会

コ
ス
モ
ス
愛
句
会

俳俳  

句句

大
陸
よ
り
人
渡
り
来
て
黄
砂
来
て

　
　
　

中
央
四
丁
目	

黒　

石　

み
ず
ほ

バ
ス
を
待
つ
松
並
木
道
お
ぼ
ろ
月

　
　
　

扇
ヶ
浦
三
丁
目	

坪　

坂　

邦　

子

揺
る
ぎ
な
き
福
智
山
脈
夕
か
す
み

　
　
　

松
ヶ
岡	

金　

子　

寿
美
子

川
柳
く
ろ
が
ね
吟
社

川
柳
く
ろ
が
ね
吟
社  

選選

川川  

柳柳

喜
び
や
悲
し
み
に
つ
け
酒
が
あ
る

　
　
　

中
間
三
丁
目	

花　

川　

民　

子

レ
ト
ル
ト
を
味
方
に
つ
け
て
主
婦
の
会

　
　
　

蓮
花
寺
三
丁
目	

下　

田　

三
千
代

儲
け
に
は
あ
ま
り
な
ら
な
い
生
き
字
引

　
　
　

弥
生
一
丁
目	

古　

谷　

龍
太
郎

わ
れ
に
ま
で
す
ま
な
さ
そ
う
に
言
う
母
を
介
護
し
お
れ
ば
み
な
が
羨
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
一
丁
目　
　

	

立　

坂　

真　

弓

八
重
椿
一
枝
差
し
て
床
の
間
の
真
紅
み
ど
り
の
静
寂
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鍋
山
町	

柴　

田　

キ
ヌ
子

三
日
ほ
ど
顔
を
み
せ
な
い
あ
の
方
に
水
仙
つ
か
み
会
い
に
行
こ
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
三
丁
目　
　

	

白　

石　

美
佐
子

中
間
短
歌
会

中
間
短
歌
会  

選選

短短  

歌歌

市
民
図
書
館

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

旧
市
立
病
院

イ
オ
ン
中
間
店

至
　中
間
市
役
所
　↓

←　至　JR 中間駅

なかま
ハーモニホール

生
涯
学
習
課
仮
事
務
所
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■ 人 の 動 き ■
令和 8 年３月末現在（前月比）

○人 口…38,444 人（－ 80）
○ 男 …18,131 人（－ 50）
○ 女 …20,313 人（ー 30）
○世帯数…20,427 世帯（＋ 17）

■ 交 通 事 故 発 生 件 数 ■
 2 月 累計

件 数 12 件  23 件
死 者 0 人 0 人
負傷者 15 人 28 人

■ 火 災 発 生 件 数 ■
3 月 累計

建 物 2 件  3 件
その他 0 件 0 件
件 数 2 件 3 件

６
月
４
日
～
10
日
は

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」
で
す

　

市
で
は
、
20
、
30
、
40
、
50
、

60
、
70
歳（
年
度
末
の
年
齢
）の
人
を

対
象
に
市
内
の
指
定
医
療
機
関
な

ど
で
歯
周
病
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
む
し
歯
や
歯
周

病
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

対
象
者
に
は
５
月
末
に
受
診
券

を
送
付
予
定
で
す
。

●
料

金　
600
円

●
持
ち
物　
マ
イ
ナ
保
険
証
な
ど

本
人
確
認
書
類
、
受
診
券

●
問
合
先

　
健
や
か
育
成
課
健
康
係

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

看
護
フ
ェ
ス
タ
福
岡

２
０
２
６

　
県
で
は
、毎
年
5
月
12
日
を「
看

護
の
日
」、
こ
の
日
を
含
む
1
週

間
を
「
看
護
週
間
」
と
し
て
普
及

啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
「
夢
か
な
え
た
い
け

ん
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

様
々
な
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

●
日

時　
５
月
16
日
土
・
11
時

～
15
時
30
分

●
場

所　

　

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡（
福
岡
市

東
区
馬
出
４
‐
10
‐
１
）

●
対

象　

若
年
層（
主
に
小
・

中
・
高
生
）を
中
心
に
看
護
職

に
関
心
が
あ
る
人
な
ど

●
問
合
先　
福
岡
県
看
護
協
会

　
☎
０
９
２（
４
０
２
）１
５
１
７

２
歳
児
フ
ッ
素
塗
布

（
２
回
目
・
３
回
目
）

　

２
歳
児
歯
科
健
診
を
受
診
後
、

３
歳
の
誕
生
月
ま
で
に
２
回
無
料

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
日

時　
５
月
21
日
木
・
12
時

45
分
～
13
時
45
分

●
場

所　
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
本

館
３
階
多
目
的
ル
ー
ム

●
持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
フ

ェ
イ
ス
タ
オ
ル

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
締
切　
５
月
19
日
火

●
申
込
・
問
合
先　
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
母
子
保
健
係

　
☎（
２
４
５
）８
７
１
７

子
育
て
講
座

「
親
子
リ
ズ
ム
体
操
」

●
日

時　
５
月
27
日
水
・
10
時

30
分
～
11
時
30
分

●
場

所　
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
別

館
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
対

象　
１
歳
６
カ
月
か
ら
就

学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

●
持
ち
物

　
飲
み
物
、
運
動
の
で
き
る
服

●
定

員　
30
人
程
度

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
締
切　
５
月
26
日
火

●
申
込
・
問
合
先　
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
こ
ど
も
支
援
係

　
☎（
２
４
５
）５
５
５
７

市
民
図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

　

39
周
年
企
画　
　
　
　
　
　
　

　
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
市
民
図
書
館
は
、
今
年
で
開
館

39
年
。
サ
ン
キ
ュ
ー
の
ゴ
ロ
に
あ

わ
せ
、
感
謝
を
こ
め
て
ブ
ッ
ク
カ

バ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
期

間　
５
月
31
日
日
ま
で

　
春
の
朗
読
会

　
「
な
か
ま
朗
読
の
会 

朗う
た

め
ぐ
り
」

の
皆
さ
ん
に
よ
る
北
九
州
市
出
身

の
詩
人
「
み
ず
か
み
か
ず
よ
」
さ

ん
を
テ
ー
マ
と
し
た
朗
読
会
で
す
。

●
日

時

　
５
月
17
日
日
・
14
時
か
ら

●
定

員　
25
人
・
先
着
順

●
申
込
方
法　
窓
口
、
電
話

　
健
康
講
座　
　
　
　
　
　
　
　

　
〜
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
〜

　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
出
前
講
座
で
す
。
生
活
習
慣

病
を
予
防
す
る
た
め
の
講
話
と
体

操
を
行
い
ま
す
。

●
日

時

　
６
月
５
日
金
・
14
時
か
ら

●
定

員　
20
人
・
先
着
順

●
申
込
方
法　
窓
口
、
電
話

●
申
込
開
始　
５
月
12
日
火
か
ら

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
朗
読
会

　
「
な
か
ま
音
訳
の
会
」
の
皆
さ

ん
に
よ
る
朗
読
会
で
す
。
視
覚
障

が
い
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

●
日

時

　
６
月
７
日
日
・
10
時
～
11
時

●
定

員　
20
人
・
先
着
順

●
申
込
方
法　
窓
口
、
電
話

　
名
画
シ
ア
タ
ー
上
映　
　
　
　

　
「
九
十
歳
。
何
が
め
で
た
い
」

●
日

時

　
６
月
28
日
日
・
14
時
か
ら

●
定

員　
25
人
・
先
着
順

●
申
込
方
法　
窓
口
、
電
話

●
申
込
開
始　
５
月
30
日
土
か
ら

　
い
ず
れ
も

●
場
所
・
申
込
・
問
合
先

　
市
民
図
書
館

　
☎（
２
４
５
）４
６
６
４

シ
ニ
ア
の
た
め
の

カ
フ
ェ
＆
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
、
収

入
が
公
的
年
金
の
人
ま
た
は
無

職
、
求
職
中
、
非
正
規
労
働
の
人

を
対
象
に
、
昼
食
の
提
供
と
食
品

な
ど
の
無
料
配
布
を
行
い
ま
す
。

生
活
保
護
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

●
日

時

　
５
月
27
日
水
・
正
午
～
14
時

●
場

所

　
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
本
館

●
申
込
方
法　
電
話

●
申
込
開
始
日

　
５
月
14
日
木
か
ら

※
定
数
に
達
し
次
第
、
受
付
終
了

●
申
込
・
問
合
先

　
中
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎（
２
４
４
）１
２
３
０

日 曜 6　　月　　の　　行　　事　　予　　定
1 月
2 火 〇SDGs 特別展示（８/30まで）　市民図書館
3 水 〇全国瞬時警報システム全国一斉情報伝達試験　市内全域　（11:00から）

4 木 〇「人権擁護委員の日」特設人権相談所の開設　生涯学習課仮事務所　（10:00~15:00）
〇市民課時間外窓口　市民課　（19:00まで）

5 金 〇健康講座～健康寿命を延ばそう～　市民図書館　（14:00から）
6 土 〇おはなし会（図書館員）　市民図書館　（14:30から）

7 日
〇第45回中間市ソフトテニス大会　ジョイパルなかま庭球場　（9:00~17:00）
〇第44回中間市バドミントン大会　体育文化センター　（9:00~17:00）
〇両親学級　ハピネスなかま本館　（受付９:45から）
〇バリアフリー朗読会　市民図書館　（10:00から）

8 月 〇特別整理期間（６/17まで休館）　市民図書館
9 火

10 水

〇集団健診（予約者のみ・12日まで）　ハピネスなかま別館　（８:30から）
〇４カ月児・７カ月児健診　ハピネスなかま本館　（受付12:45から）
〇なやみごと相談　人権センター　（13:30~15:30）
〇ブックスタート　ハピネスなかま本館　（13:30から）
〇保育所７月入所申込締切　こども未来課窓口　（17:15まで）

11 木 〇女性のための無料就職相談（６/ ９までに要予約）　人権センター　（10:00~12:00）
〇市民課時間外窓口　市民課　（19:00まで）

12 金 〇５歳児健診　ハピネスなかま本館　（受付12:30から）
13 土

14 日
環境美化の日
〇家庭用廃食用油回収（各自治会で要申込）　自治会ごとに決められた場所　（９:00まで）
〇マイナンバーカード交付窓口　市民課　（9:00~12:00）
〇第17回やっちゃれビーチボールバレー大会　体育文化センター　（9:00~17:00）

15 月
16 火 〇空き家の無料相談会（予約制）　市役所本館第２・第３会議室　（10:30 ～ 15:30）

〇離乳食教室　ハピネスなかま本館　（受付13:30から）
17 水 〇緊急地震速報訓練　市内全域　（10:00から）
18 木 〇市民課時間外窓口　市民課　（19:00まで）
19 金
20 土 〇おはなし会（ほっとブックなかま）　市民図書館　（11:00から）
21 日
22 月
23 火 〇そのままの会（認知症カフェ）　チャレンジショップ「夢まるしぇ」　（13:30~15:00）
24 水 〇子育て講座「親子３Ｂ体操」　ハピネスなかま本館　（10:30 ～ 11:30）

25 木
〇３歳児健診　ハピネスなかま本館　（受付12:45から）
〇セカンドブック　ハピネスなかま本館　（13:30から）
〇市民課時間外窓口　市民課　（19:00まで）

26 金
27 土 〇おはなし会（なかまフレンズ）　市民図書館　（11:00から）
28 日 〇名画シアター「九十歳。何がめでたい」　市民図書館　（14:00から）
29 月
30 火
※行事予定は変更されることがありますので、ご注意ください。

無線放送が聞き取れなかっ
た場合はお電話ください。
通話料金は利用者負担です。

なかまコミュニティ無線
確認ダイヤルサービス

☎０５０（５５７８）２６２４

もえるごみの搬入量は、前年度比
３％の減量を目標にしています。
ごみの減量化・資源化にご協力を
お願いします。

もえるごみの搬入量状況

令和 7 年度
（前年当月）

増減率

3 月
716,140㎏  

（709,340㎏）
＋ 1.0％

累計
8,885,670㎏

（8,981,070㎏）
－ 1.1％

お
知
ら
せ

有
料
広
告
欄

有
料
広
告
欄
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■ 点字・声の広報なかまを発行しています
     目が不自由な人に「広報なかま」を点字または朗読テープにしてお届けします。詳しくはお問い合わせください。
● 問合先　企画課広報係
     ☎（２４６）６２７１

■
 発
行
　
福
岡
県
中
間
市
役
所
〒
809‐

8501 福
岡
県
中
間
市
中
間
一
丁
目
１
番
１
号

■
 編
集
　
企
画
課
広
報
係
TEL  093（

246）6271　
FAX  093（

245）5598　
■
 ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://www.city.nakam

a.lg.jp/
■
 メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
koho@city.nakam

a.lg.jp

広
報
な
か
ま

令
和
8年

5月
号
No.1126

■
 今
回
の「
広
報
な
か
ま
」に
か
か
っ
た
経
費
は
１
部
約
31円

で
す
。

■�「
広
報
な
か
ま
」の
配
布
は
、
毎
月
10日

の
発
行
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　
 皆
さ
ん
の
お
手
元
に
３
日
以
内
で
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

有
料
広
告
欄

有
料
広
告
欄

環
境
推
進
都
市
へ
の
実
現
に
向
け
て

４/７

～
株
式
会
社
バ
イ
ウ
ィ
ル
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
～

　
市
は
株
式
会
社
バ
イ
ウ
ィ
ル
と

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
た
包
括
連
携
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
本
協
定
に
よ
り
、
本
市
の
潜
在

的
環
境
価
値
を
発
掘
し
、
地
域
の

脱
炭
素
と
経
済
活
性
化
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
同
社
の
前ま

え
だ田
哲さ

と
し志

執
行
役
員
兼

環
境
価
値
共
創
本
部
長
（
写
真
＝

右
）
は
「
環
境
価
値
を
経
済
価
値

に
変
え
る
ノ
ウ
ハ
ウ
で
皆
さ
ん
の

役
に
立
ち
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

つ
な
が
る
輪
、深
ま
る
連
携
、ひ
ら
く
未
来

４/16

～
地
域
振
興
に
向
け
、北
九
州
・
中
間
の
両
市
長
が
懇
談
～

　
北
九
州
市
と
、
中
間
市
を
含
む

近
隣
17
市
町
で
構
成
す
る
「
北
九

州
都
市
圏
域
」
で
は
、
九
州
北
東

部
地
域
の
活
力
を
支
え
る
た
め
、

自
治
体
同
士
が
連
携
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
そ
の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
北
九
州
市
の
武た

け
う
ち内
和か

ず
ひ
さ久

市
長
と
福
田
市
長
に
よ
る
個
別
首

長
懇
談
会
が
市
役
所
で
行
わ
れ
、

圏
域
全
体
の
発
展
に
向
け
連
携
を

深
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
懇
談
で
検
討
さ
れ
た
具
体
的
な

連
携
策
は
、
①
北
九
州
空
港
の
活

性
化
に
向
け
た
職
員
同
士
の
意
見

交
換
②
圏
域
の
特
色
あ
る
場
所
を

巡
る
広
域
ツ
ア
ー
③
中
間
市
の
川

や
河
川
敷
を
活
用
し
た
先
進
技
術

な
ど
の
実
証
実
験
④
両
市
合
同
に

よ
る
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
職
員
研
修

⑤
北
九
州
市
の
Ｚ
世
代
課
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
を
活
用
し
た
圏
域
の
魅
力

発
信
―
―
の
５
つ
で
す
。

　
武
内
市
長
は
「
多
く
の
中
間
市

民
の
皆
さ
ま
が
北
九
州
市
に
通
勤

通
学
さ
れ
る
な
ど
、
両
市
の
濃
密

な
関
係
性
を
改
め
て
体
感
し
ま
し

た
」
と
、
今
後
の
連
携
を
支
え
る

確
か
な
土
台
に
言
及
。
福
田
市
長

も
「
圏
域
の
特
性
を
生
か
し
、
楽

し
め
る
地
域
に
し
て
い
き
た
い
」

と
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

１

３ ２
１_ 握手を交わす武内市長（写真＝右）と福田市長。
２_ 懇談会の様子。
３・４_ 武内市長が県指定文化財の唐戸水門を視察。
水門の構造や堀川の歴史について、市学芸員の説
明に熱心に耳を傾け、質問していました。4

新
１
年
生
253
人
が
仲
間
入
り

４/10

～
春
の
門
出
、
市
内
６
小
学
校
で
入
学
式
～

　

市
内
の
各
小
学
校
で
入
学
式

が
行
わ
れ
、
新
１
年
生
が
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

中
間
北
小
学
校
の
入
学
式
で

は
、会
場
で
保
護
者
が
見
守
る
中
、

堂
々
と
し
た
姿
で
29
人
の
新
１
年

生
が
入
場
。
青あ

お
き木
美み

か

こ

佳
子
校
長
は

「
笑
顔
・
挨
拶
・
そ
ろ
え
る
の
３

つ
の
言
葉
を
覚
え
て
、
み
ん
な
で

明
る
く
楽
し
い
学
校
を
つ
く
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
６
年
間
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。


